
 

【どなたでも受講できます】 

  機械安全の資格取得を目指す方の試験直前の確認講座です。 

2019年12月10日 

（一社）安全技術普及会主催 講習会 

「機械安全能力審査試験直前 

フォ口一アップ講習会（上級）の開催」 
機械安全エンジニアＡ能力審査試験、セーフティアセッサＳＡ試験の受験者向け

ポイント解説と問題演習により機械安全技術全般を確認 

 

1. 講習会のねらい 

■ 機械安全のポイント解説と問題演習 

機械安全の能力審査試験・資格試験を受験する方々を対象に、身につけてこられた機械安全の知識

と能力について、その知識と能力をより確かなものとするため「機械安全のポイント解説と試験に向

けた問題演習」を行います。 

■ 能力審査試験(MSE-A)の受験者及びＳＡ受験者向け講習 

講習会は、安全技術普及会の（機械安全エンジニアＡコース）の受講者に、MSE-Ａの受験を想

定し、直前フォローアップとして重要ポイントの確認講習を行うものです。セーフティアセッサ

ＳＡ受験者にも十分役立つ講習内容です。 

ＭＳＥ-Ａ以外の資格を取得しようとする方々にもその知識・能力を確かなものとすることができ

ます。 

■ 問題演習中心の実践的な講習 

演習問題を含めた一日の集中的な講座で、機械安全の習得度を高めていただくことを狙いとしていま

す。できるだけ分かりやすい形の説明、問題演習、解説をおこないます。 

機械安全エンジニアＡの能力審査試験に限らず、機械安全の資格取得を目指す方には良い機会とな

るでしょう。 
（注）能力審査試験はその公正を担保するために、独立した能力審査委員会によって行われています。 

本講習会の範囲は2020年2月26日(水)に行われる2019年度機械安全エンジニアＡ(MSE-A）の試験範囲と同

じです。なお、講師は能力審査委員会委員ではありません。 

 

2. 開催日および開催場所 

■ 開催日  2020年2月6日（木）10：00～17：00 

■ 開催場所 東京(品川区)きゅりあん ５階第４講習室（＊案内図添付） 

■ 定員  40名（定員になり次第締め切りさせて頂きます） 

 

3. テキストと持参品 

フォローアップ講習会では、演習問題と解答を配布いたしますが、これまで受講された講習会

で配布されたテキスト、講習会配布資料を各自持参されるようお願いします。機械安全に関する

規格書、参考資料等もお勧めします。電卓をご持参ください。 

 

4. 講習会費用 

安全技術応用研究会 会員 16,500  円（演習資料を含む。税込み） 

一般 22,000  円（同上） 

 

5. 申し込み方法 

申し込みは、ＨＰ、メール（所定申込書添付）又はＦＡＸ（所定申込書）に必要事項を記入の

うえ、安全技術普及会事務局までお申込みください。 

一般社団法人安全技術普及会 事務局 

〒140- 0011 東京都品川区東大井5-4-19 三井第3ピル 

TEL : 03-5769-0775   FAX: 03-5769-0776    E-mail: entry@d-sostap.or.jp 

HP: https://d-sostap.or.jp/ 

一般公開講座 



 

6. 講習の日程とプログラムの確認 

安全技術普及会のＨＰをご覧ください。 https://d-sostap.or.jp/ 

 

7. プログラム 

 

 ※ 講師は当会講習会講師が担当します。 

 ※ 講義時間等は多少の変更がある場合があります。 

 

時  刻。 内 容 

10:00～10:05 (5) オリエンテーション 

10:05～10:45 (40) ＜ 講義 1＞機械安全関係法令 

1. 機械安全関連法令と指針についての重要ポイントの解説 

2. 法令に基づく機械安全の基礎についての重要ポイントの解説 

3. 技術者倫理の重点ポイントの解説 

4. 問題演習・解説 

10:45～11:45 (60) ＜ 講義 2＞機械安全 

1. 機械安全全体の重要ポイントの解説 

2. 問題演習・解説 

11:45～12:30 (45) － 昼 食 － 

12:30～14:00 (90) ＜ 講義 3＞リスクアセスメント実践技術 

1. リアセスメントの重要ポイントの解説 

2. リスク低減方策の重要ポイントの解説 

3. 問題演習・解説、質疑応答 

14:00～14:10 (10) － 休 憩 － 

14:10～15:30 (80) ＜ 講義 4＞制御安全技術（上級） 

1. 制御安全技術についての重要ポイントの解説 

2. 問題演習・解説 

15:30～15:40 (10) －休 憩ー 

15:40～16:40 (60) ＜ 講義 5＞安全の論理と証明、安全原則、妥当性確認、その他 

1. 妥当性確認の重点ポイントの解説 

（災害事例を含む） 

2. 機械安全工学（旧講座名 安全基礎工学） 

3. 安全なシステム構築の原理原則（旧講座名 安全コンポーネント） 

4. 問題演習・解説 

16:40～16:50 (10) 
総合質疑・終わりに 


